
船舶事故調査報告書 

 

                              平成２２年１１月１８日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２１年１２月２４日 ０３時２５分ごろ 

発生場所 香川県三豊
みとよ

市三埼
みさき

北東方沖 讃岐三埼
さぬきみさき

灯台から真方位０１０°２.１海里

（Ｍ）付近 

（概位 北緯３４°１７.７′ 東経１３３°３３.８′） 

事故調査の経過  平成２１年１２月２４日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報  

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

Ａ 貨物船 ORIENTE
オリエント

 SHINE
シャイン

、１９,７１５トン（パナマ共和国籍） 

  ９２３６８４６（ＩＭＯ番号）、ORIENTE MARITIM S.A. 

 １７６.８２ｍ×２９.４０ｍ×１３.５０ｍ、鋼 

   ディーゼル機関、７,０８０kＷ、２００１年１月３１日 

Ｂ 貨物船 LIN
リ ン

 HAI
ハ イ

 SHAN
シャン

、２,９９８トン（パナマ共和国籍） 

   ９３７２６１４（ＩＭＯ番号）、HAINAN LINHAI SHIPPING CO.,LTD. 

 ９２.９５ｍ（Lr）×１５.８０ｍ×７.１０ｍ、鋼 

   ディーゼル機関、１,７６５kＷ、不詳 

 乗組員等に関する情報 Ａ 水先人 男性 ６１歳 

   内海水先区１級水先人水先免状 

    免 許 年 月 日  平成１６年２月２日 

    免許証交付年月日 平成２１年１月２３日 

    有効期間満了日 平成２６年２月１日 

Ｂ 三等航海士 男性 ３９歳 

   不詳 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 右舷船首部に破口及び擦過傷 

Ｂ 右舷船首部に破口及び曲損 

 事故の経過 六
む

 Ａ船は、船長Ａほか２０人が乗り組み、水先人２人が乗船して香川県

 島
しま

南東方沖を愛媛県松山港に向かった。 

水先人Ａは、水先中、目視、レーダー及びＡＩＳ機器を活用して見張り

を行いながら、速力を１３.３ノット（kn）（対地速力、以下同じ。）とし、

針路を真方位２５３°として航行した。 

水先人Ａは、０３時２０分ごろ、左舷前方約１.７Ｍのところに左転を始

めたＢ船を認め、注意喚起信号を吹鳴し、０３時２４分ごろ、Ｂ船の緑灯

が正船首方約０.４Ｍとなったので、甲板手Ａに左舵を命じ、機関を停止し

たところ、０３時２５分ごろ、Ａ船の右舷船首部と右転を始めたＢ船の右
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舷船首部とが衝突した。 

Ｂ船は、船長Ｂほか１４人が乗り組み、航海士Ｂが、速力を約９.０～

９.４kn として備後灘推薦航路線（以下「本件航路線」という。）に沿っ

て、その南側を北東進中、０３時２４分ごろ、Ｂ船が左転を開始し、すぐ

に右舵一杯を取って右転を開始したころ、両船が衝突した。 

 気象・海象 

  

気象：天気 曇り、風向 南南東、風速 約１.５m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 ほぼ高潮時（潮流 西流約０.６kn） 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

Ａ船は、六島南東方沖を本件航路線に沿って、

その北側を南西進中、水先中の水先人Ａが、目視

及びレーダーを活用して前方の見張りを行い、前

路を右方に横切るＢ船に気付き、注意喚起信号を

行ったものと考えられる。 

水先人Ａは、Ｂ船の緑灯を正船首方０.４Ｍ付近

に認め、より安全に通過するのに必要な距離をと

るため、左舵を命じ、機関を停止として左転を開

始したものと考えられる。 

Ｂ船は、本件航路線に沿って、その南側を北東

進中、航海士Ｂが、針路を水島港に向けるため、

左転してＡ船の前路に向けた可能性があると考え

られるが、Ｂ船が左転した理由については、明ら

かにすることができなかった。 

原因 本事故は、夜間、六島南東方沖において、Ａ船が、本件航路線に沿っ

て、その北側を南西進中、Ｂ船が、本件航路線に沿って、その南側を北東

進中、Ｂ船が、左転してＡ船の前路に向けて航行したため、両船が衝突し

たことにより発生した可能性があると考えられる。 

 




